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便秘は青年期から中年期には圧倒的に女性に多い疾患であるが、高齢になると

男性でも頻繁に診られる疾患である。便秘の原因として、背景疾患の存在や薬剤

服用が考えられる場合もあるが、器質的疾患がないにもかかわらず、慢性持続性

に便秘症状を呈する場合には、機能性便秘（FC）や便秘型過敏性腸症候群(IBS-

C)といった機能性消化管障害(FGIDs)が考えられる。この FGIDs については、

国際的には、Rome 委員会において、その疾患概念と診断基準、治療体系などが

議論されており、2016 年に、Rome IV が発刊された。Rome IV の FC では、

a. いきみ、b. 兎糞状便または硬便、c. 残便感、直腸肛門の閉塞感あるいはつ

まった感じ、e. 用手的排便促進対応（摘便, 骨盤底圧迫など）、f.  排便回数

が週に 3 回未満の 6 項目のうち、2 つ以上が要件となっており、必ずしも「排  



便回数の減少」が必要ではない。一方で、IBS については、過去 3 ヶ月間、平均

して少なくとも週に 1 日、腹痛が繰り返し起こり、１．排便に関係する、２．排

便頻度の変化と関連する、３．便形状（外観）の変化と関連するの 2 項目以上が

ある場合に診断される。しかし、実際の診療現場では、多くの場合、FC と便秘

型 IBS(IBS-C)は、オーバーラップすることも多い。さて、本領域の治療につい

ては、実に 40 年ぶりに、わが国において、新たな上皮機能変容薬や浸透圧製剤

が有力な薬物治療オプションとして追加され、便秘診療の体系化が必要とされ

ている。そのような中、2017 年に慢性便秘症診療ガイドライン 2017 が発刊さ

れ、わが国初の便秘のガイドラインとして注目されており、新規治療オプション

の登場とも重なり、便秘診療のパラダイムシフトが起こりつつある。 
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